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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 38,904 25.0 7,252 43.8 7,485 45.3 5,037 70.8

2021年３月期第３四半期 31,116 △25.7 5,044 △38.5 5,150 △37.0 2,948 △46.2
(注)包括利益 2022年３月期第３四半期 5,567百万円( 96.8％) 2021年３月期第３四半期 2,828百万円(△45.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 112.29 112.08

2021年３月期第３四半期 65.83 65.65
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 52,304 39,480 74.4

2021年３月期 46,644 36,856 77.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 38,933百万円 2021年３月期 36,311百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 37.10 37.10

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期(予想) 72.50 72.50
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 51,000 19.4 10,000 28.7 9,999 25.9 6,842 95.4 152.77
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 49,716,000株 2021年３月期 49,716,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 4,810,777株 2021年３月期 4,923,672株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 44,861,604株 2021年３月期３Ｑ 44,793,205株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,374 29,994

受取手形及び売掛金 4,347 5,030

有価証券 2,031 2,000

その他 1,079 857

貸倒引当金 △108 △90

流動資産合計 33,724 37,792

固定資産

有形固定資産 621 600

無形固定資産

のれん 2,840 2,674

その他 4,158 4,363

無形固定資産合計 6,999 7,038

投資その他の資産

投資有価証券 2,285 2,620

関係会社株式 132 697

その他 3,239 3,914

貸倒引当金 △359 △360

投資その他の資産合計 5,299 6,872

固定資産合計 12,920 14,511

資産合計 46,644 52,304

負債の部

流動負債

買掛金 434 846

未払法人税等 955 1,343

賞与引当金 1,122 678

役員賞与引当金 2 －

前受金 2,307 3,784

その他 3,438 4,529

流動負債合計 8,260 11,182

固定負債

株式給付引当金 389 424

資産除去債務 203 249

その他 934 966

固定負債合計 1,527 1,640

負債合計 9,788 12,823
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,194 1,194

資本剰余金 998 908

利益剰余金 39,399 41,557

自己株式 △5,228 △5,086

株主資本合計 36,365 38,573

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 113 178

為替換算調整勘定 △167 180

その他の包括利益累計額合計 △53 359

新株予約権 136 131

非支配株主持分 408 416

純資産合計 36,856 39,480

負債純資産合計 46,644 52,304
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 31,116 38,904

売上原価 6,402 8,033

売上総利益 24,714 30,870

販売費及び一般管理費 19,669 23,618

営業利益 5,044 7,252

営業外収益

受取利息 73 90

受取配当金 10 27

為替差益 － 21

貸倒引当金戻入額 － 0

雇用調整助成金 50 －

投資事業組合運用益 － 86

その他 47 26

営業外収益合計 181 252

営業外費用

支払利息 0 1

投資事業組合運用損 16 －

為替差損 38 －

貸倒引当金繰入額 7 －

その他 11 19

営業外費用合計 75 20

経常利益 5,150 7,485

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 － 33

関係会社株式売却益 19 －

特別利益合計 21 33

特別損失

固定資産売却損 － 0

減損損失 459 －

固定資産除却損 40 15

投資有価証券売却損 － 3

投資有価証券評価損 204 －

関係会社株式評価損 10 －

関係会社株式売却損 15 －

特別損失合計 730 18

税金等調整前四半期純利益 4,441 7,500

法人税、住民税及び事業税 1,457 2,377

法人税等合計 1,457 2,377

四半期純利益 2,984 5,122

非支配株主に帰属する四半期純利益 35 85

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,948 5,037
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 2,984 5,122

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 45 65

為替換算調整勘定 △201 379

その他の包括利益合計 △156 444

四半期包括利益 2,828 5,567

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,796 5,450

非支配株主に係る四半期包括利益 32 116
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより、当社グループの求

人広告の掲載事業において、従来、顧客から受け取る対価の総額を一時点で収益を認識しておりましたが、一定の期

間にわたり履行義務を充足するにつれて収益を認識する方法に変更しております。また、従来、代理店を通した求人

広告の掲載等の取引は純額で収益を認識しておりましたが、当社グループが本人に該当する場合は総額で収益を認識

する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結会計

期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,614百万円増加し、販売費及び一般管理費は1,795百万円増加し、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ181百万円減少しております。また、利益剰余金の当期

首残高は1,098百万円減少しております。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な

取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりませ

ん。

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年６月30日付で当社を完全親会社、アウルス株式会社を完全子会社とする株式交換を実施し、その

対価として自己株式の処分を行っております。この結果、当第３四半期連結会計期間末において、資本剰余金が97

百万円、自己株式が109百万円減少しております。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

当社グループは、単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　


